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■はじめに

システム方式としてスマートクライ

アント型システムを採用する機会がだ

いぶ増えてきたということもあり、以

前にも増してWindowsアプリケーショ

ンの開発が行なわれるようになってい

ます。

Windowsアプリケーションの開発に

限らず、アプリケーション開発におい

ては、作成されたアプリケーションが

要求仕様を満たしていることを確認す

るためのテストを実施します（図1）。

このうち、単体テストは主に開発者

によって実施されるテストです。とく

にアジャイル型開発においては、テス

トファーストのプロセスとして単体テ

ストが回帰的に実行されます。また非

アジャイル型の開発であっても、仕様

変更後のデグレード防止を目的とした

回帰テストも実施されます。

このように、単体テストは繰り返し実

行されるものですが、繰り返し実行の作

業を手動で行なうというのは、非常に

手間のかかる作業です。このような単

体テストを自動化して、テスト実施作業

を軽減できるツールとして「NUnit」が

あります。しかし、NUnitではWindows

アプリケーションのUI層、つまりWin

dowsフォームの単体テストを実行する

ことができません。フォームへの入力、

ボタンクリック、結果の確認など、Win

dowsフォームの単体テストを手動で実

行することも、やはり手間のかかる作

業です。

このような場合に、Windowsフォー

ムの単体テストを支援する「NUnitFor

ms」というツールがあります。本稿で

は、「NUnitForms v1.3.1」の機能、使

用方法を中心に、NUnitFormsを利用

したWindowsフォームのテストプロセ

スを解説します。

■NUnitFormsの概要

どんなツールなのか？

NUnitFormsは、NUnitを拡張したテ

スティングフレームワークです。NUnit

Formsを使用することにより、Windows

フォームのテストをNUnitのテストコー

ドとして記述することができます。

これにより、NUnitと同様の方法で

テストの実行を自動化することができ

るようになります。つまり、NUnitFor

msで作成したテストコードは、

・NUnitに付属するテスト実行ツール

（NUnit-Gui）

・TestDriven.NET

を使って実行することができるのです
［注1］。
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NUnitFormsは、Windowsフォーム

アプリケーションを制御するための機

能を持っています（表1）。これらの機

能を利用して、

コントロールの操作

d
コントロールのプロパティ検証（NUnit

のAssertクラスによって実現）

というテストコードを作成することが

できます。これによりWindowsフォー

ムアプリケーションのテスト自動化を

実現します。

入手方法

NUnitFormsは、以下のNUnitForms

公式サイトからダウンロードすること

ができます。なおNUnitFormsは、BSD

ライセンスのもとでオープンソースソ

フトウェアとして公開されているので、

手軽に利用することができます。

http://nunitforms.sourceforge.net/

本稿では、公式サイトで公開されて

いる「NUnitForms-v1.3.1-bin.zip」に

含まれるアセンブリを使って、NUnit

Formsによるテスト方法について解説

します。表2に示すドキュメント、ソー

スコードは必要に応じてダウンロード

してください。

なお、このサイトでは執筆時点で

「NUnitForms v2.0」のα版も公開され

ています。NUnitForms v2.0のα版に

ついては記事末コラムで紹介していま

す。

■テスト対象のアプリケーション

本稿では、簡単なサンプルアプリケ

ーションを作成して、NUnitFormsの

使用方法を解説していきます。

テスト対象となるサンプルアプリケ

ーションは、以下の3つのフォームとユ

ーザーコントロールで構成されていま

す。

・メインフォーム（図2）

・サブフォーム（図3）

・サブフォーム2（図4）

・MyUserControl（図5）
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表1：NUnitFormsの主な機能

機能 説明

フォームの操作 System.Windows.Forms.Formクラスの派生クラスに対して、以
下の操作を行なうことができる
・プロパティの取得または設定
・イベントの発行
・メソッドの実行

コントロールの操作 System.Windows.Forms.Controlクラスの派生クラスに対して、
以下の操作を行なうことができる
・プロパティの取得または設定
・イベントの発行
・メソッドの実行

メッセージボックスの メッセージボックスダイアログに対して、以下の操作を行なうこ
操作 とができる

・キャプション、表示メッセージの取得
・ボタンコマンドの発行

キーボード操作の 任意のコントロールに入力フォーカスを設定し、そのコントロー
エミュレート ルに対するキーボード操作をエミュレートすることができる

マウス操作の 任意のコントロールに入力フォーカスを設定し、そのコントロー
エミュレート ルに対するマウス操作をエミュレートすることができる

表2：ダウンロードできるファイル

ファイル 説明

NUnitForms-v1.3.1-bin.zip NUnitFormsアセンブリおよびレコーダーアプリケー
ションを含んだアーカイブ

NUnitForms-v1.3.1-doc.zip NUnitFormsのAPIドキュメントを含んだアーカイブ

NUnitForms-v1.3.1-src.zip NUnitFormsのソースコードを含んだアーカイブ

種別 単体テスト 結合テスト システムテスト 受入テスト

目的 モジュール 各機能を結合して システムテスト システムの検収
および各機能の 行なう業務シナリ 環境における業務
テスト オのテスト シナリオのテスト

各種性能テスト

実施担当者 開発者 テスト担当者 テスト担当者 顧客

図1：アプリケーション開発におけるテストの例

NUnit、NUnitFormsを使用する領域

注1）NUnitやTestDrive.NETの入手／使用法につ
いては、特集1『単体テスト事始め』をご覧ください。




